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１．大分県湯布院町下湯平地区の警戒避難の状況について

【湯布院町の災害対応】
土砂災害警戒避難基準の情報が大分県から伝達されていたが、避難勧告は発令せず、自主避難の呼びかけを継続。その後土石流
の発生により行方不明者１名。
【時系列の雨量情報等と発生した事象】
9/5　12:25　大雨・洪水注意報発令
　　　18:55　自主避難の呼びかけ
9/6　2:31　大分土木事務所より避難基準（EL）超過のＦＡＸ及び、自動応答による伝達。
　　　　　　→　地域防災計画の避難勧告発令の判断基準は、「地すべり、山崩れ等により危険が切迫している時」であり、　　　　　　　　
この時点は避難勧告発令せず。
9/6　11時頃　土石流発生により行方不明者１名。
【避難勧告を発令しなかった理由】
・土砂災害警戒避難基準雨量は、市町村単位の提供情報であり、市町村をさらに細分化した地域別の情報ではないため、この情報に
基づいて避難勧告を出すとすれば、町域全体に避難勧告を出すことになる。
・しかし、町域全体という広範囲に避難勧告を出すと、避難所の開設（食事の手配等含む）や避難者輸送の安全確保等を町域全体で
実施する責務が生じ、町としての体制確立が困難。
・上記のような町の責務が義務的に生じず、かつ住民に危険な状態に入っている事を知らせるという意味で、自主避難の呼びかけで
対応している。
【課　題】
　・避難難勧告を出すための地域防災計画上の基準が定性的であるため、自主避難の呼びかけで対応をとった。客観的なデータ（土
砂災害警戒避難基準雨量等のデータ）に基づく判断基準の設定が課題。
　・土砂災害警戒避難基準雨量の情報は、市町村を最小単位として提供される現状であるため、避難勧告を出す地域の特定ができな
い。そのため、市町村内を複数に分割する等、細分化した情報の提供が課題。
　・土砂災害警戒避難基準雨量については、ＨＰでスネーク曲線で公開しているものの表に加えて時間的経過や切迫性がわかる図等
を添付する工夫が課題。
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２．宮崎県高千穂町土呂久・南、畑中内地区の警戒避難の状況について

高千穂町災害対応状況

【高千穂町の災害対応】
土砂災害警戒避難基準の情報が宮崎県から伝達されていたが、避難勧告は発令せず、自主避難の呼びかけを継続。その後、土呂久・畑中
では土石流により死者４名、土呂久・南ではがけ崩れにより死者１名。
【時系列の雨量情報等と発生した事象】
9/4　21:50　大雨・洪水警報発令
9/5　12:10　自主避難の呼びかけ
　　　22:00　西臼杵支庁より土砂災害発生基準（ＣＬ）超過のＦＡＸによる伝達。
　　　　　　→地域防災計画の避難勧告発令の判断基準は、「災害の発生、またはおそれがある時」であり、この時点は避難勧告は発令せず。
9/6　10:55　土呂久・畑中では土石流により死者４名、土呂久・南ではがけ崩れにより死者１名
【避難勧告を発令しなかった理由】
・土砂災害警戒避難基準雨量については、システム整備中のため、今回送付したものは市町村単位の提供で解説のみの情報であり、市町村
をさらに細分化した地域別の情報ではないため、この情報に基づいて避難勧告を出すとすれば、町域全体に避難勧告を出すことになる。
・しかし、町域全体という広範囲に避難勧告を出すと、避難所の開設（食事の手配等含む）や避難者輸送の安全確保等を町域全体で実施する
責務が生じ、町としての体制確立が困難であるとともに避難途中の被災を懸念。
・上記のような町の責務が義務的に生じず、かつ住民に危険な状態に入っている事を知らせるという意味で、自主避難の呼びかけで対応して
いる。
【課　題】
・避難勧告を出すための地域防災計画上の基準が定性的であるため、自主避難の呼びかけで対応をとった。客観的なデー
タ（土砂災害警戒避難基準雨量等の客観的なデータ）に基づく判断基準の設定が課題。
・土砂災害警戒避難基準雨量の情報は、市町村を最小単位として提供される現状であるため、避難勧告を出す地域の特定ができない。その
ため、市町村内を複数に分割する等、細分化した情報の提供が課題。
・土砂災害警戒避難基準雨量については、解説文に加え時間的経過や切迫性が分かる工夫が課題
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被災状況

土石流，死者４名（70才夫婦と子2人）

がけ崩れ死者1名（70才代）

被災箇所と避難所の関係
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３．宮崎県山之口町五反田地区の警戒避難の状況について

【山之口町の災害対応】
土砂災害警戒避難基準の情報が宮崎県から伝達されていたが、避難勧告は発令せず、自主避難の呼びかけを継続。その後、がけ崩
れにより死者１名。
【時系列の雨量情報等と発生した事象】
9/5　5:28　大雨・洪水警報発令
　　12:00　自主避難の呼びかけ
　　16:15　都城土木事務所より土砂災害発生基準（ＣＬ）超過のＦＡＸによる伝達。

→　町でこの情報が到着しているのに気がついたのは、県が情報伝達してから約２時間遅れであった。また
、地域防災計画の避難勧告発令の判断基準は、「がけ崩れ、土石流が発生、またはおそれがある時」で
あり、この時点は避難勧告は発令せず。

　　16:30　避難勧告を一部地域（同町五反田地区の公民館付近のみ）に発令
9/6 5時頃避難勧告を出していなかった、同町五反田地区の公民館東側の箇所で、がけ崩れにより死者１名。
【今回のような警戒避難対応を取った理由】
①一部地域にだけ避難勧告を出し、残りは自主避難とした理由
・ある崖から水が噴出しているという状況に気づいた住民が、土砂災害の前兆現象として町に通報。それを理由に町は、その近くの地
域（８世帯）にのみ避難勧告を発令。
・結果として、その地区では土砂災害が発生せず、ごく近傍の他の箇所でがけ崩れが発生し、死者１名が発生した。
②町で土砂災害警戒基準情報の受領が２時間程度遅れた理由。
・建設課の担当者が見回り作業に出ていて、役場にいなかったため。
【課　題】
・前兆現象の通報に基づき、危険が迫っている地域に避難勧告を出したのは的確な対応であった。しかし、結果的には避難勧告をだす
範囲をもう少し広く取っていれば良かったという事例であり、前兆現象によって避難勧告を出す範囲について、定性的なものであっても
良いので何らかの基準が地域防災計画上に記載する事が課題。
・情報のタイミングを外さない的確な受領および活用のためには、情報伝達を専門に行い、役場を空けない職員がいるような体制をとる
必要あり。
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注：被災箇所と避難所との距離は直線距離

約2.6km
被災
箇所

避難所

山口町多目的研修センター

被災箇所と避難所の関係
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がけ崩れ死者1名（53才）



４．宮崎県三股町切寄地区の警戒避難の状況について

【三股町の災害対応】
・土砂災害警戒区域避難基準線の情報が宮崎県から伝達されていたが、避難勧告は発令せず自主避難の呼びかけを継続した。被災
箇所には既設の重力式擁壁があったが、崩壊が深層崩壊であったために止めきれず、災害になってしまった。
【時系列の雨量情報等と発生した事象】
9/5　5:28　大雨・洪水警報発令
　　14:00　自主避難の呼びかけ
　　16:15　都城土木事務所より土砂災害発生基準（ＣＬ）超過のＦＡＸによる伝達。
→　地域防災計画の避難勧告発令の判断基準は、「土砂災害等により著しい危険が切迫している時」であり、
この時点は避難勧告は発令せず。

9/6　15:00頃　がけ崩れ発生により死者２名。
【今回のような警戒避難対応を取った理由】
①避難勧告を出さなかった理由
　土砂災害警戒避難基準雨量は、市町村単位の提供情報であり、市町村をさらに細分化した地域別の情報ではないため、この情報に
基づいて避難勧告を出すとすれば、町域全体に避難勧告を出すことになる。
・しかし、町域全体という広範囲に避難勧告を出すと、避難所の開設（食事の手配等含む）や避難者輸送の安全確保等を町域全体で実
施する責務が生じ、町としての体制確立が困難。さらに雨が小康状態となったため危険性が低くなったと判断。
・上記のような町の責務が義務的に生じず、かつ住民に危険な状態に入っている事を知らせるという意味で、自主避難の呼びかけで対
応している。
・また、消防団による自主避難の呼びかけを行った。
②被災した住民側の対応（想定）
・本箇所は、既に重力式の擁壁が設置済みであったため、被災住民の方が擁壁があることから、住民も避難しなくても良いと考えて避
難行動をとらなかった可能性はある。

第１回検討会　　　　　　　
　（平成17年10月5日）

－４－

注：被災箇所と避難所との距離は直線距離
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被災状況

地すべり死者２名（72才65才夫婦）



５．鹿児島県垂水市新御堂地内の警戒避難の状況について

【垂水市の災害対応】
・垂水市は、大雨洪水警報や、鹿児島県の発表した土砂災害警戒情報を元に、再三の自主避難の呼びかけをしていた。
・しかし、新御堂・上ノ宮６地区ではがけ崩れにより死者１名、第２小川地区では土石流により死者１名。
【時系列の雨量情報等と発生した事象】
9/5　5:20 大雨洪水警報発令
　　　8:55　自主避難の呼びかけ
15：40　鹿屋土木事務所より土砂災害発生基準（ＣＬ）超過のＦＡＸによる伝達。
　　18:22　上ノ宮６地区において、がけ崩れにより死者１名
　　19:50　鹿児島県より土砂災害警戒情報が発令
9/612:30　上の宮第２小川地区において、土石流により死者1名
【今回のような警戒避難対応を取った理由】
①避難勧告を出さなかった理由
・避難勧告の発令については、土砂災害警戒情報（9/5　19:50）、土砂災害危険基準雨量（9/5　15：40）が鹿児島県から出されて
いたものの、市町村防災計画上は雨量の基準で「連続雨量150mm、時間雨量50ｍｍ」という規定があったため、避難勧告を出す
ための根拠としては活用されなかった。また、時間雨量で50mmを超えたことが無かったため、同じく避難勧告が発令される事もな
かった。
【課　題】
・避難勧告基準を見直す必要がある。
・土砂災害警戒避難基準雨量等については、表に加えて時間的経過や切迫性がわかる工夫が課題。
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注：被災箇所と避難所との距離は直線距離
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土石流、1名（85才）

がけ崩れ、1名（53才）

被災箇所と避難所の関係



６．宮崎県日之影町神影上地区の警戒避難の状況について（人的被害が発生しなかった事例）

【日之影町の災害対応】
・土石流により、8戸が被災を受けたが、住民は町の出した自主避難の呼びかけに基づいて、住民の自主的な避難が実施され、
人的被害は発生しなかった。
【時系列の雨量情報等と発生した事象】
9/4　21:50  大雨・洪水警報発令
9/5　13:00  自主避難の呼びかけ
20:20　宮崎県から土砂災害警戒避難基準を超えたことを、西臼杵支庁より土砂災害発生基準（ＣＬ）超過のＦＡＸ及び、自動

　　　　　　　応答による伝達。
　　 →　地域防災計画の避難勧告発令の判断基準は、「災害の発生、またはおそれがある時」であり、この時点は避難勧

告は発令せず。
9/6　2:55　五ヶ瀬川の日之影橋における河川水位が危険水位を示す.。
　　　7:00　見立上川地区の１０世帯（２３人）に対し避難勧告
　　　9:50　同町内の、神影上で土石流が発生し、8戸が被害を受けたものの、人的被害はなし。
【今後の検討】
他の多くの市町村と同じく、避難勧告しか出していなかったにも係わらず、全町民避難により人的被害は発生しなかったが、なぜ
日之影町では全員避難が可能であったかの理由を分析。
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注：被災箇所と避難所との距離は直線距離
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被災状況

土石流、全壊8戸半壊3戸人的被害無し



７．鹿児島県福山町裏町地内谷地区の警戒避難の状況について（土砂災害警戒区域が指定された事例）

【福山町の災害対応】
　福山町浦町谷２地区は、今回の台風で土砂災害が発生した箇所のうちで、唯一土砂災害防止法の警戒区域が指
定済みの箇所であった。大雨洪水注意報が発令される前日の９月３日から、既に自主避難の呼びかけを実施し、そ
の後も再三の自主避難の呼びかけを行った。９月６日の土石流が発生したが人的被害はなかった。

【時系列の雨量情報等と発生した事象】
9/3　朝　初めての自主避難の呼びかけ
9/4　20:20　大雨・洪水注意報発令
9/5　12:00　自主避難の呼びかけ（３回目）　　
　　　19:00　加治木土木事務所より土砂災害発生基準（CL)超過の状況が通報　　
　　　19:50　鹿児島県より土砂災害警戒情報が発表
9/6 10:00　自主避難の呼びかけ（６回目）　　
11:00　土石流発生。人的な被害はなかった。
【課　題】
　・土砂災害警戒区域が指定されていたが、全住民が避難したというわけではなかった。警戒区域内の警戒避難体
制の構築が課題。

第１回検討会　　　　　　　
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被災箇所約0.2km

注：被災箇所と避難所との距離は直線距離
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被災状況

土石流、半壊1戸人的被害無し


